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要旨 

 新古典派経済学を批判して制度の役割を重視したノースとコモンズにはどのような共通点と差異があるのか。

両者はともに経済主体の能動的行動の源泉に注目し、主権が制度変化と経済発展に影響を与えることに注目した。

ノースは経済学理論を歴史分析へ適用し、発展途上国が市場経済へ移行する利点を主張するが、新古典派経済理

論を基礎にしているため独自の貨幣論はない。一方、コモンズは法学的概念を経済分析へ適用し、先進資本主義

国の富と権力の集中を是正する安定化を主張し、債権‐債務関係を基礎にした独自の信用貨幣論を有している。 
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